















16.ニカメ1ガの誘引物質について 河野 俊彦 ･請戯 哲夫 ･宗像 桂･･-122
17.殺虫剤の効力増進に関する基礎的研死 (節ⅠⅩ取).
ピレスロイドに対するピレスロジンの共力作用について
林 宛妃 ･7'jホ 脚夫 ･請藤 哲夫- ･･･130
18.ソラマメゾウムシの成虫休眠と地理的変界 池野 ILEi志･･ ･･135
19.抵抗性イエバエに存在する2群現のマラチオン分解カルボ
キシエステラーゼとそれらのマラチオン共力剤によるmtit
大川 秀郎 ･江藤 守総 ･大EbLTi茄 ･口中 文一 ･桝田 兼弘･･ ･･139
20.ァズキゾウムシの雌雄に化学不妊剤を処理したときにえられるali
量反応率曲線の推定 昆虫の化学不妊剤に脚する研兜.m-14糊
良沢 純犬 ･申山 男･･ ･･146
21.γ-BHCとEDBのキイロコキクイムシに対する迎合致死作用.
林業害虫の防除に関する研死.節5和.
良沢 純火 ･相野 tj河･伏見 静枝-･･153
22.メイガ科の性誘引物矧 こ的する研充 (ml報)
スジマグラメイガの性誘引物TI含有fltの変動
桑原 休正 ･北村 宍彬 ･前桁 史樹 ･探ifLj一 浩･-=158
23.メイガ科の性誘引物矧 こ関する研死 (耶2報)
スジマグラメイガ末交尾噸成虫の大琉生産





財団法人 防 虫 科 学 研 究 所
京 都 大 学 内
昭 和 43年 11月
･--177,178
防 虫 科 学
編 集 委 員
主 幹 武 居 三 吉
内 田 俊 郎 大 野 稔 中 島 稔
石 井 象 二 郎 井 上 雄 三 深 海 ･浩

























出光研究鮎設 石井象二郎 (771)8111 円 4669



















































































唱和43年11月25E] 印刷 昭和43年11月30日 発行
防虫科学 弟33巻-IV 定価 ¥ 500.
個人会見年100円 田休会良年2000円 外国仝u年U.S.‡6
主 幹 武 居 三 吉 編集者 石井象二郎
京都市左京区北白川 京都大学良学部
発行所 財団法人 防 虫 科 学 研 死 所
京菰市左京区吉田本町 京都大学内
(楳皆L)雄 ･京都5899)





那 33巻 Ⅰ (1- 36) 昭 和 43年･2月28日 発 行
郡 33巻 Ⅰ (37-71) 昭 和 43年 5月 31日 発 行
郡 33巻 Ⅳ (72-118) 昭 和 43年 8月 31日 発 行
郡 33巻 Ⅳ (119-178) 昭 和 43年11月 30日 発 行
財 田は人 防 虫 科 学 研 究 所
京 都 大 学 内
昭 和 43年
第 33巻 総 目 次
苛
1･ 肝臓細胞分利による inviLroにわけろスミチオン.メチルパラチオンおよびスミオキソ .′-
ン.メチルパラオキソンの活性化と分岬･･ ････-･ ･-'Jl(未納之 ･佐雌FIm･山水77･7･･抑村 汀- 1- 7
2･ 動的物mmrflにおける残田殺虫剤の定虫 5･イJ機りん化介物に年!j只的に前感度を示す熱
3･ NS2662のワモシゴキプ･)およびマウスに対する巾荷症状
宮田 正 ･斎藤哲夫 13- 21
4･ 環状りん酸エステルと Triphenylphosphateのエステラーゼ阻害における特異性の比
大川秀郎 ･江藤守総 ･大島康義 21- 25
5･ ワモンゴキプ1)性誘引物矧 こ特異的な映覚巾枢神経に関する予印




稚 児妃･･u･EjEu正夫 39- 41
桑原保正 ･石井象二郎 42- 4畠
8･ 枯れたマツの樹枝にのこされたキイロコキクイムシと, トサキクムシの母孔の分布.
林業害虫の防除に関する研究 第 1報---- ---長沢純夫 ･浅野員司 ･柴 三千代 ･伏見静枝 46- 54
9. 枯れたマツの樹枝から羽化脱出するキイロコキクイムシの成虫の分布 林業害虫の防除
に関する研兄 弟2報 浅野員司 ･長沢純夫 ･伏見静枝 54- 61
10. 殺虫性サ.)ゲニン環状.)ン酸エステルの研究(第12線) 核把換誘碍体の殺虫性
･････--･- - ･･･--江藤守総 ･小林 位 ･笹本忠夫 ･郡 弘命 ･相川市制 ･久米出彦 ･大島Bl詫 73- 77
ll. ハダニのコ.)ンエステラーゼの基TI特只性
本山tEi樹 ･詩碑哲夫 77-80
12. マツの樹皮下に穿入したキイロコキクイムシに対する BHC乳剤の有効度 林業苦虫の
防除に関すろ研究(節3報) 長沢純夫 ･浅野昌司 ･伏見静枝 80- 85
13. 餌木のマツから羽化脱出すろキイロコキクイムシの成虫の分布 林業害虫の防除に関す
る研究(節4報) 浅野員司 ･長沢純夫 ･伏見静枝 86- 90
14. 殺虫剤の効力増進に関する基礎的研究 (VIII).SH-アレス)ンおよび3H-フクルス])ン
のイエバエにおける代謝について････-･-････ ････- ････---･.･･.･･林 晃史 ･請藤哲夫 ･弥富喜三 90- 95
15. イエバエ MuscadomcsticanebuZoFabr.の生態に及ぼす apholateの作用
･---･----･-･･---OmPrakashRaghuwansh.Islam AhmadandNawabH.Khan 119-122
16. ニカメイガの溺引物TIについて




相 見史･丁f木ftg夫 ･諸膝百･X･ 130-134
池野m恕 135-138
19. 毛玉抗性イエバエに存在する2在校のマラチオン分解カルボキシエステラーゼとそれらの
マラチオン共力剤による阻害･･･ ･-･-- ････大川秀郎 ･江藤守総 ･大畠成五 ･田中文一 ･梅田光弘 139-145
20. アズキゾウムシの雌雄に化学不妊剤を処理したときにえられる薬包反応率曲線の推定.
昆虫の化学不妊剤に関する研死 (第14報) 長沢純夫 ･中山 g1 1461152
21.㍗-BHCとEDBのキイロコキクイムシに対する迎合致死作用.林業害虫の防除に関す
ろ研兜 郡5報 長沢純夫 ･践野呂司 ･伏見静枝 153-158
22. メイガ料の性誘引物矧 こ関する研究 (第 1報) スジマグラメイガの性誘引物質含有量
桑原保正 ･北村実彬 ･高橋史樹 ･深海 浩 158-162
231 メイガ科の性誘引物矧こ関する研究 (第2報) スジマグラメイガ奉交尾雌成虫の大畠
高橋史樹 ･北村実彬 ･桑原保正 ･深海 浩 163-168
綜 税
l
































-･---･･-･･･-- SuhlioNAGASAWA,ShojiAsANO,MichiyoStnB^ andShizueFUsfllMt 46- 54
9･ SpatialDistributionofAdultsofCryJ'halusfulvusNijimaEmergedfrom Dead
PineBranches.StudiesontheControlofForstPests.II.
















-･----･.- AkifumiHAYAsHI,TetsuoSAITOandKisabulyATOM1 90- 95
15. EffectsofApholateorLtheBionomicsofMuscadomcsLlca〃cbutoFabr.

























































Insect.XIV. SumioNAGASAWAandlsamuNAlくAYAMA - -146
21･Thfeu,tuosxi;iaiCiao.nsotfudaieTi.xntu.TheeOE.rn-.?.qC.fanFd.,諾tBp!:ts%y.bha'us
SumioNAGASAWA,ShojiAsANOandShizueFUsltTM1--153
22.StudiesonSexPheromonesofPyralididae.Ⅰ.Changesinthe
QuantityoftheSexPheromonein theFemaleAlmond
Moth,CadracauteltaWalker(Phycitinae).
YasumasaKUwAHARA,ChikayoshiKITAMURA,
FumikiTAKAHASIIandHiroshiFuKAMI--･158
23･St:fdieiirOgninSeFXeEha?er冨m.ofnetSheOfAP.ymr:1nididAeitli･,cTda,SOS!aeua,r3lnS
Walker(Phycitinae). FumikiTAKAHASHl,ChikayoshiKITAMURA,
YasumasaKuwAlARAandHiroshiFUKAM1--163
Miscellaneous
FDAGuidelinesforChemistryandResidueDataRequirements
ofPesticidePetitions.
ChojiroToMIZAWAandHironobuKoBAYASH1--169
Abstracts
Publishedby
THEINSTITUTEOFINSECTCONTROL
KyotoUniversity
Kyoto,Japan
--177,178
